
 

 

 

まだまだインフルエンザが猛
もう

威
い

を奮
ふる

っています。 

『早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごはん』、『手
て

洗
あら

い・うがい』、『ハンカチ・ティッシュはいつ

もポケットに』が、秋
あき

の陽
ひ

小
しょう

のみなさんは全
すべ

てできているでしょうか？ 

自
じ

分
ぶん

の心
こころ

と体
からだ

の健
けん

康
こう

を保
たも

つために、生
せい

活
かつ

態
たい

度
ど

をもう一
いち

度
ど

見
み

直
なお

してみましょう。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月

がつ

の保

ほ

健

けん

目

もく

標

ひょう

 心
こころ

と体
からだ

の健康
けんこう

を考
かんが

えよう 
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お願いとお知らせ 

 

●本校の感染症情報について  

１・２月に発生した感染症は、「インフルエンザA型・B型」「溶連菌感染

症」「水ぼうそう」です。 

 現在でも、校内ではインフルエンザB型にかかっているお子さんが多数います。

他にも発熱や体調不良等で欠席しているお子さんもいますので、引き続きお子さん

の健康管理にご留意ください。体調が悪いときは、暖かい布団で休ませてください。 

 

寒
さむ

～い季
き

節
せつ

の健
けん

康
こう

トラブル対
たい

策
さく

 

し
も
や
け 

寒
さむ

さで血
けつ

液
えき

の流
なが

れが悪
わる

くなることで起
お

こります。そのため、手
て

や足
あし

の指先
ゆびさき

、耳
みみ

、鼻
はな

の先
さき

な

ど肌
はだ

が露
ろ

出
しゅつ

している部
ぶ

分
ぶん

にできやすいです。 
 

《対
たい

 策
さく

》 

・外
そと

に出
で

るときは、手
て

袋
ぶくろ

や耳
みみ

あてなどをして、手
て

足
あし

や耳
みみ

を寒
さむ

さから守
まも

る。 

・手
て

がぬれたときは、乾
かわ

いた清潔
せいけつ

なハンカチで十分
じゅうぶん

にふき取
と

る。 

・くつ下
した

がしめっていたら、こまめに取
と

りかえる。 

・おふろで温
あたた

めながらやさしくマッサージする。 

く
ち
び
る
の
あ
れ 

空
くう

気
き

の乾
かん

燥
そう

でくちびるも乾
かん

燥
そう

し、その乾
かん

燥
そう

をうるおそうとくちびるをなめることで、バイ

キンが増
ふ

えて、くちびるが荒
あ

れます。 
 

《対
たい

 策
さく

》 

・リップクリームをぬって、くちびるの表
ひょう

面
めん

を保護
ほ ご

して、水分
すいぶん

の蒸
じょう

発
はつ

を防
ふせ

ぐ。 

・くちびるをなめない。 

・ふとんをかぶって寝ない。 

ひ
び
・あ
か
ぎ
れ 

乾燥
かんそう

と寒
さむ

さで皮膚
ひ ふ

の表
ひょう

面
めん

が乾
かわ

き、弾
だん

力
りょく

がなくなってできるのがひび・あかぎれです。ひ

びよりもあかぎれのほうが傷
きず

が深
ふか

く、血
ち

が出
で

ることもあります。 
 

《対
たい

 策
さく

》 

・汚
よご

れたままの手
て

は荒
あ

れやすいので、手
て

洗
あら

いをしっかりする。 

・洗
あら

った手
て

は乾
かわ

いた清潔
せいけつ

なハンカチで十分
じゅうぶん

に水
すい

分
ぶん

をふき取
と

る。 

・おふろで温
あたた

めながらやさしくマッサージする。 

保護者の皆様へ 



 


